
軌跡を求めなさい
aを定数とする。xy 平面上の点 A(3, 2)と直線
ℓ :x+(2a−1)y−8a+3=0に対し、Aから ℓ
に下ろした垂線を APとする。ただし、ℓが A
を通る場合は A=Pとする。ℓは aの値にかか
わらず定点 を通り、aが変化するとき Pの軌
跡は中心が で半径が の円（ただし、
を除く）となる。したがって、線分 APの長さの
最大値は である。
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通る定点 と 軌跡は

A(3, 2)

ℓ :x+(2a−1)y−8a+3=0

P(s, t)

ℓを aについて整理すると
x+(2a−1)y−8a+3 = 0

x+ 2ay−y −8a+3 = 0

(2y−8)a+(x−y+3) = 0

2y−8=0, x−y+3=0を解いて
y=4, x=1

答 定点 (1, 4)を通る
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通る定点 と 軌跡は

A(3, 2)

ℓ :x+(2a−1)y−8a+3=0

P(s, t)

x+(2a−1)y−8a+3=0を変形すると
(2a−1)y = −x+8a−3

y =
−1

2a−1
x+

8a−3
2a−1

より傾き −1
2a−1

(2a−1=\ 0)となる。

また P(s, t)とすると PAの傾きは
t−2
s−3

(s−3=\ 0)で、2つの傾きは垂直な

ので −1
2a−1

· t−2
s−3

=−1となる。
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通る定点 と 軌跡は

A(3, 2)

ℓ :x+(2a−1)y−8a+3=0

P(s, t)

−1
2a−1

· t−2
s−3

=−1を変形して

(2a−1)(s−3) = t−2

2a−1 =
t−2
s−3

…①

2a =
t−2
s−3

+1
×4

8a =
4(t−2)
s−3

+4 …②
また Pは ℓ上にあるので
s+(2a−1)t−8a+3=0で①②を代入

gbb60166 プレ高数学科



s+(2a−1)t−8a+3=0 2a−1= t−2
s−3

8a= 4(t−2)
s−3

+4

s+
t−2
s−3

t−
(4(t−2)

s−3
+4

)
+3 = 0

s+
(t−2)t
s−3

− 4(t−2)
s−3

−4 +3 = 0

s+
t2−2t
s−3

− 4t−8
s−3

−1 = 0

(s−3)s+t2−2t−4t+8−(s−3) = 0

s2−3s+t2−2t−4t+ 8−s+3 = 0

s2−4s +t2−6t +11 = 0

(s−2)2−4+(t−3)2−9+11 = 0

(s−2)2 +(t−3)2 = 2
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s+(2a−1)t−8a+3=0 2a−1= t−2
s−3

8a= 4(t−2)
s−3

+4

(s−2)2+(t−3)2 = 2

(s−2)2+(t−3)2 =
√
2

2

答 中心 (2, 3) ,半径
√
2の円
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2a−1=0 と s−3=0 を調べる

A(3, 2)

ℓ :x=1

P

y=4P
P

ⅰ 2a−1=0のとき
(
a= 1

2
のとき

)
x+(2a−1)y−8a+3=0 に代入すると
x=1となって 2a−1=0のときも点 Pは
中心 (2, 3) ,半径

√
2の円上にある。
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2a−1=0 と s−3=0 を調べる

A(3, 2)

ℓ :x=1

P

y=4P

P

ⅱ s−3=0のとき (Pの x座標が 3)

y=
−1

2a−1
x+

8a−3
2a−1

の傾きが 0 でなけ

ればならない。その場合は −1
2a−1

=0 が
必要となるが、このとき −1=0 となって
矛盾が生じる。つまり傾きが 0 となること
はない。

よって 答 (3, 4)は除く
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2a−1=0 と s−3=0 を調べる

A(3, 2)

ℓ :x=1

P

y=4P

P

ⅱ s−3=0のとき (Pの x座標が 3)

y=
−1

2a−1
x+

8a−3
2a−1

の傾きが 0 でなけ

ればならない。その場合は −1
2a−1

=0 が
必要となるが、このとき −1=0 となって
矛盾が生じる。つまり傾きが 0 となること
はない。

よって 答 (3, 4)は除く
線分 APの最大値は、円の直径のときで

答 2
√
2
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